
【所轄地区:豊春地区】 

豊春地区公民館・豊春第二公民館 

 

◇運営の基本方針 

  生涯学習の理念に基づき、地域住民の課題や学習ニーズに対応した学習機会を提供

するとともに、地域の連帯意識を高め、明るい地域社会づくりを推進する。 

 

◇重点施策 

 １ 地域住民の課題や学習ニーズに応じた講座を開設し、学習機会の充実を図る。 

 ２ 家庭における教育力の向上を図るとともに子育て支援を推進する。 

 ３ 地域内の団体と連携し、地域住民の交流機会の充実・連帯感の向上を図る。 

 

◇重点事業 

 １ 防災・防犯事業            ２ とよはる音楽祭 

 ３ いきいき学級             ４ 豊春公民館文化祭 

 ５ 小・中学生期家庭教育学級    ６ 豊春地区体育祭 

 

 

豊春地区公民館 

所在地 〒344-0046 春日部市上蛭田１０１番地２ 

          豊春市民センター内 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０４８－７５４－０９４２ 

Ｅ-mail toyokou@city.kasukabe.lg.jp 

 

豊春第二公民館 

所在地 〒344-0066 春日部市豊町５丁目１４番地１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０４８－７５４－２１００ 

Ｅ-mail toyo2kou@city.kasukabe.lg.jp 

 

職 員  館  長（兼務） 島 田   敬   主  査（兼務） 吉 久 高 秀 

主  任（兼務） 植 竹 義 明   主  任（兼務） 石 橋 奈々子 

     主  事（兼務） 飯 塚 千菜津（社会教育主事） 

     フルタイム（兼務） 武 井 雅 代   フルタイム（兼務） 大 石 麻佑美 

     フルタイム（兼務） 野 口 浩 之   フルタイム（兼務） 松 江 恵美子 

 

豊 

春 
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事 業 名
テ ー マ

定員
各期間
４名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

5月7日(水) 10日間 豊春地区公民館の 展示 510 690

～5月17日(土) ロビーで作品展を実施

5月20日(火) 11日間 479 587
～5月31日(土)

8月24日(日) 12日間 519 689
～9月6日(土)

12月2日(火) 11日間 520 641
～12月13日(土)

4回 44日間 2028 2607

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　１

みんなのミニ作品展 対 象 一般

公民館ロビーを絵画、書道、俳句などの作品展示に開放することで、美術、芸
術を育む心を醸成する。また、出品者や来場者が公民館へ足を運ぶことによっ
て公民館利用の拡充を目指す。

特　色
位置づけ

新規事業

豊春地区公民館　ロビー
教　材
資料等

ＰＲ方法
公民館だより4、5、7、11、12月
号、公民館ブログ、ポスター、
チラシに掲載

受付方法
実施期間の1か月前から配布の参
加申込書を豊春地区公民館まで
提出

参加者

男

計

180

108

170

121

579

・展示する場が少ない個人で創作している地域住民が日頃の創作活動を発表できる場
を提供した。
・公けの場で展示することにより新しい美術、芸術に触れていただく機会を提供し、多く
の方に公民館に来てもらうことで、公民館利用の拡大を目指した。

・来場者のアンケートには「作品はすばらしく見て楽しいですので是非作品展
は続けて下さい。」、「いつか私も出展してみたいと思っていました。来年は
出してみたいです。」、「焼物がすばらしいです。やってみたいです。」な
ど、まだミニ作品展に参加したことのない来場者が創作をするきっかけにづく
りになったこと、また創作者が作品展に参加したいという意欲的な意見が寄せ
られた。

・参加者が想定数を見込まれなかったため開催回数を調整したことから、周知
の幅を広範囲にする工夫も必要になる。
・夏期は猛暑の影響もあり定員に届かなかったことから時期を再検討する。

実施まで
の 経 過

実施期間の1か月前 参加募集配布
5月上旬（前期）　　作品展実施
5月中旬（後期）　　作品展実施
8月下旬 　 　　　　作品展実施
12月上旬     　　　作品展実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職
名

氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員
①50名

②③50名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

4月8日(火) 講師打ち合わせ

5月28日(水) ①豊春地区公民館で実施

6月26日(木) ②豊春地区公民館で実施

6月27日(金) ③豊春第二公民館で実施

女

回 数 総時間数 計

5月28日(水) 10:00～11:30 ①からだの中から元気に 講義 27 34

　 　いきいき血管講座

6月26日(木) 10:00～11:30 ②みんなが知りたい 講義 29 36

　介護保険

6月27日(金) 10:00～11:30 ③みんなで元気に！ 講義 29 35

　フレイル予防

3回 4時間30分 85 105

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　２

いきいき学級 対 象 一般

地域住民にあった学習機会を提供することにより、これからの生活を健康的にい
きいきと過ごすための学習及び、学習を有効に生かすことで、住民の健康の維
持・増進を図る。

特　色
位置づけ

かすかべ健チャレ
スタンプ対象事業

豊春地区公民館　講堂
豊春第二公民館　大集会室

教　材
資料等

講師作成資料

参加者

男

計

7 明治安田生命

　　保険相互会社

7 第３地域

　包括支援センター

6 介護保険課

20

・「からだの中から元気にいきいき血管講座」は、民間企業と連携し、実際に会
場で血管年齢測定を実施するなど付加価値をつける講座とした。
・「みんなが知りたい介護保険」と「みんなで元気に！フレイル予防」を豊春地
区公民館と第二公民館と異なる内容で開催することで、より多くの知識を増やせ
る機械とした。

各講座の参加者からの「声」
①｢血管にかかわる病気の重要性を知った｣、｢すごくためになった。なかなか
しっ　かりとお話しを聞く機会がないのでとても良かった」
②｢相談先がわかって良かった｣、｢知らないことばかりでとても参考になった」
③｢フレイルを初めて知り今後参考にしていきたい｣
などの声が寄せられ、健康の維持・増進を図るという本事業の目的を達成するこ
とができた。

・健康を維持するために重要な役割を果たす「フレイル予防講座」の存在や有用
性を知らない人もまだ多いので普及活動をすることが必要である。
・本事業の目的を達成できるような関心度の高い事業を、次年度以降も企画して
いきたい。
・当日の参加者が定員に達するようチケットを配布するなど対策をとる。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより豊春4、5、6、月
号、ポスター、チラシに掲載

受付方法
開催する公民館に直接または電
話で申込み（先着順）

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

①

②

③

血管年齢測定 ②



事 業 名
テ ー マ

定員 20人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

受付開始

女

回 数 総時間数 計

8月30日(土） 10:00～11:30 実習 15 23

1回 1時間30分 15 23

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　３

みんなで作ろう！バルーン教室 対 象 小学生以上

与えられたものだけて遊ぶのではなく、身近なもので手作りする楽しさや、大切さ
を学ぶ機会として実施し、創造性を養う。

春日部市生涯学習市民推進員
特　色
位置づけ

豊春市民センター　講堂
教　材
資料等

バルーン作成

ＰＲ方法
公民館だより7月号、ポスター、
チラシ、市公式SNSに掲載

7月19日(土)より窓口、電話にて
先着順に受け付け

参加者

男

計

8 講師：関根　恵子

講師補助：

生涯学習市民推進員

　　津布久 常之

 

8

・生涯学習市民推進員が講座の企画を行う事業として実施した。
・事前に試作の機会をもうけて、作業の難しい箇所を講師と職員で共有するこ
とにより、当日はスムーズな運営ができた。
・参加者の対象を、昨年度は小学生と保護者としていたが、今回は小学生以上
としたことにより、子どもから大人まで多くの人がさんかできるようになり参
加者の創造性を養うことに繋がった。

・はじめてバルーン作成を行う参加者が多く、「お花はむずかしかったけど金
魚ができてうれしかった」、「おもしろかった。またやりたい」、「アッとい
う間に時間が過ぎた！楽しかった」といった感想が寄せられており、バルーン
の楽しさや、新しいことへ挑戦することの素晴らしさを知るきっかけになっ
た。
・バルーン作成は握力などの強弱に関わらずできるため老若男女問わず参加で
きるのは魅力的であった。

・アンケートでは再度バルーン教室を開催して欲しいとのお声が多数あり好評
であったことから、今後も可能であれば継続していきたい。

実施まで
の 経 過

4月23日(水)　事業打合せ
7月 3日(木)　試作
7月上旬　　　公民館だより配布
7月19日(土)　申込受付開始
8月30日(土)　事業実施

月日(曜) 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

バルーンの作成
（動物、剣、花）



事 業 名
テ ー マ

定員 20人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

受付開始

女

回 数 総時間数 計

1回 2時間 0 0

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　４

おもしろ科学教室
　「ポンポン蒸気船を作り、火をた
いて走らせよう」

対 象 小学生3～6年生

小学生を対象に、手作りのおもしろさを知り科学への興味を持つための機会と
して実施する。実験をするだけでなく、物質の成り立ちなどを知ることによっ
て長期的な学習を促す。

特　色
位置づけ

豊春市民センター　講堂
教　材
資料等

ＰＲ方法
公民館だより7月号、ポスター、
チラシ、市公式SNSに掲載

7月5日(土)より豊春地区公民館
に直接または電話で申込み

参加者

男

計

蔵前理科教室

　ふしぎ不思議

関谷 完夫　
わくわく科学クラブ

 

0

・船を作り実際に水に浮かべて走らせる実験を企画し、理科・科学に関心を
持ってもらう機会とした。
・夏休みに開催することにより、自由研究の参考になるようにした。

・申込みが4人しかなく、やむなく中止とした。開催時期、内容について再考
し、来年度の実施を検討したい。

実施まで
の 経 過

5月8日(木)　講師打合せ
6月中旬　　　市公式SNSに掲載
7月 5日(土)　申込受付開始
7月 26日(土)　中止決定

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

8月3日（日）実施予定であったが、申込み人数が少なかったた

め中止とした。



事 業 名
テ ー マ

定員 20人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

8月23日(土) 10:00～12:00 清心太鼓演奏披露 実習 9 13

バチの握り方・打ち方

基礎打ち

演奏練習

1回 2時間00分 9 13

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区５　

夏休み小・中学生体験シリーズ
　楽しく和太鼓を体験してみよう‼

対 象 小・中学生

夏休みに子どもの居場所を提供するとともに、体験活動を通して地域の文化や
コミュニティの大切さを知ってもらう。また、それぞれの文化活動を体験する
ことで創造性を養う。

清心太鼓（公民館利用団体）
特　色
位置づけ

新規事業

豊春第二公民館　大集会室
教　材
資料等

和太鼓、講師作成資料

ＰＲ方法
公民館だより7月号、
ポスター、チラシ、
市公式SNSに掲載

受付方法
豊春第二公民館に直接または電
話で申込み

参加者

男

計

4 清心太鼓

 代表 野内 雅矢

　　　　外6名

4

・普段なかなか体験することができない文化活動を選んで開催した。
・多人数の参加者でも、一人一人が実技体験を十分出来るよう２時間の講座時
間に設定した。
・小・中学生対象の事業であるが、保護者や家族も見学という形でこどもたち
と一緒に参加できるよう配慮した。

・公民館利用団体が講師となって文化活動を体験できたことは、地域コミュニ
ティ推進の面からも非常に有意義であった。
・参加したこどもたちからは、「初めての和太鼓は難しかったけど、とても楽
しかった」「リズムがおもしろかった」「疲れたけど楽しかった」など、体験
教室ならではの声が寄せられた。

・夏休みの期間を利用して、地域の文化活動を体験する機会として毎年実施し
ていきたい事業である。
・小・中学生を対象とした本事業も3年目となったが、参加者が小学生のみと
なっている現状を踏まえ、対象者の見直しを検討する必要がある。

実施まで
の 経 過

4月 5日(土)　事前調整
4月20日(日)　事業概要打合せ
6月15日(日)　事業内容・広報原稿
7月19日(土)　申込受付開始
8月10日(日)  進行方法・内容確認
8月23日(土)　事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 各15人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

《入門講座》 講義

音響操作の基本 実習

8月9日(土) 10:00～18:00 《応用講座》(集中講座) 講義 1 9

8月10日(日) 10:00～18:00 音響操作の基本～応用 実習 1 7

デモライブ

3回 24時間 3 22

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区６　

ＰＡ（音響操作）セミナー 対 象 中学生以上

豊春第二公民館の大集会室で利用できる音響機器の操作方法を習得し、施設・
設備の活用を図ると共に、音響機器操作の基礎から応用までを学ぶ機会を設
け、音楽に対する興味・関心を深める。

ＰＡサークル プラグド
特　色
位置づけ

豊春第二公民館　大集会室
教　材
資料等

講師作成テキスト
（入門講座編・応用講座編）

ＰＲ方法
広報かすかべ7月号及び公民館だ
より7月号に掲載
ポスター、チラシの掲示

受付方法
ＰＡサークル「プラグド」の講
師あてに電話で申込み

参加者

男

計

ＰＡサークル

　　プラグド

8 代表 中村 純子 外

6

19

・ＰＡ(音響操作)という専門性が高いセミナーであるが、音響や音楽を身近に
感じていただくよう基礎的な入門編と専門的な応用編に分けて実施した。
・受講者一人一人が十分理解できるようにプラグドメンバーのサポートを受け
ながら実技を行った。

・参加者からは、「興味深い話が盛りだくさんで、楽しく話が聞けました」
「実技がとても楽しく勉強になった」「八の字巻きやマイクスタンドの立て方
も、とても勉強になった」「音響担当者のご苦労がわかりました」などの感想
をいただいた。

・音響設備の有効活用や市民活動の向上を目指し、今後も継続的に実施をして
いきたい。
・参加者の個々の音楽活動や公民館・市のイベントなど、幅広く活躍できるよ
うセミナーを充実させていきたい。

実施まで
の 経 過

4月中旬　　  事前打合せ
5月中旬　　　講師依頼、内容確認
6、7月ＰＡ点検時に打合せ
8月3日(日)　 入門講座実施
8月9日(土)　 応用講座実施
8月10日(日)　応用講座実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

8月3日(日) 9:00～17:00 5 1 6



事 業 名
テ ー マ

定員 各150人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

9月14日㈰ 15:00～16:30 歌とピアノのコンサート 鑑賞 95 145

12月6日㈯ 14:00～15:15 鑑賞 120 150

2回 2時間45分 215 295

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　７

とよはる音楽祭
①夏の終わりのコンサート
②Winter Concert

対 象 一般

地域と公民館のさらなる発展・交流の拡大を、音楽を通した手法により目指す。良質な
音楽を鑑賞することで、生活の中に癒しと安らぎを提供し、もって、心身の健康増進を
図る。

特　色
位置づけ

豊春地区公民館　講堂
教　材
資料等

音楽祭プログラム

ＰＲ方法
公民館だより8、11月号、
ポスター、チラシに掲載

受付方法 事前に整理券を配布した

参加者

男

計

出演者　

50 Saya

30 EL　Cielo Triptyque

（森音楽事務所所属）

80

・数々のコンクールで受賞歴のある演奏家や全国的に演奏活動をしている音楽
団体をお呼びし、上質な音楽を提供した。
・歌とピアノのコンサートでは、テーマに合わせて背景に写真を投影し、より
音楽を楽しめるよう工夫した。また、童謡を来場者と一緒に歌うなど、来場者
も参加して楽しめるプログラムとした。
・事前に整理券を配布することで、当日の受付時の混雑を防いだ。

・「主人の「介護」での日々ですのでこのようなところに主人もつれてきたい
と思いました。ホッとした時間でしたありがとう。」や、「すばらしかったで
す！！豊春でこんなすばらしい演奏が聞けて大変光栄です。」、「心おだやか
になりました。」など、演奏に感動し、心が癒やされたといった感想が多数寄
せられ、充実した時間を提供することができた。

・様々なジャンルの音楽を取り入れて、幅広い年齢層のより多くの人に音楽鑑
賞の機会を提供できるよう企画していきたい。
・100人以上が来場した関心の高い事業であることから、文化芸術振興のため来
年度以降も継続、回数を増やして実施したい事業である。

実施まで
の 経 過

7月中旬      出演者依頼
8月以降 　　 出演調整
8月17日㈰　　整理券配布
9月14日㈰　 1回目 事業実施
11月8日㈯　　整理券配布
12月6日㈯ 　2回目 事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

ヴァイオリン・ピアノ・チェ
ロのコンサート



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

6月18日(水) 9:10～10:10 公民館の概要等を説明 講義 18 29

施設内を見学及び

利用者と交流

11月19日(水) 10:00～12:00 公民館の概要等を説明 講義 35 68

施設内を見学及び

利用者と交流

2回 3時間00分 53 97

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　８

学社連携事業
｢公民館の役割と仕事について学ぼ
う｣

対 象
宮川小学校2年生
立野小学校3年生

宮川小学校の２年生と立野小学校の３年生が、施設見学のため公民館を訪問
し、公民館の役割や概要を学べる場とする。公民館内の見学及び、利用団体を
見学、交流することにより公民館を身近に感じてもらう場とする。

特　色
位置づけ

小学校からの
依頼を受け実施

豊春市民センター　講堂
豊春第二公民館　大集会室

教　材
資料等

ＰＲ方法

受付方法

参加者

男

計

11

33

44

・施設見学の中で、利用団体の活動の様子を見学したり、一部体験させてもら
うことによって、公民館活動についてより具体的に学んでもらうことができ
た。
・公民館について楽しみながら興味を持ってもらうために、舞台設備を詳しく
見せたり、豊春第二公民館のドラムを叩いてもらうなどの設備を利用した。
・こども達にも質問を投げかけ、積極的にしゃべってもらうことで、公民館の
説明を飽きずに聞けるようにした。

・後日感想文が寄せられ、「見学できて楽しかった。また来たい。」という意
見を多数もらった。公民館に親しみを持ち、身近な存在になれたものと考え
る。

・市民センター、公民館に興味をもってもらうために、次年度以降も親しみを
持つことができるような工夫をして、事業内容のさらなる充実を図る。

実施まで
の 経 過

6月18日(水) 豊春市民センター
　　　　　　宮川小学校施設見学
11月19日(水) 豊春第二公民館
　　　　　　立野小学校施設見学

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

10月5日(日) 8:45～14:30 豊春地区体育祭 競技 820 1700

1回 5時間45分 820 1700

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　９

第71回 豊春地区体育祭 対 象 地区住民

スポーツ・レクリエーションを通して地区住民の健康と体力の向上を図るとと
もに、相互の交流と親睦を深めて健全な地域の発展を図る。

豊春小学校
豊春地区体育祭実行委員会

特　色
位置づけ

豊春小学校　校庭
教　材
資料等

プログラム、競技台本

ＰＲ方法 体育祭プログラム配布

受付方法

地区対抗種目：各チームごとに
取りまとめ、豊春地区公民館へ
提出
自由参加種目：申込不要

参加者

男

計

880

880

・持続可能な体育祭を目指し競技役員の負担を軽減させるため、競技の種類や
招集のやり方、賞品を見直したことにより、必要な競技役員の人数を減らすこ
とができた。
・賞品について、過年度までは競技ごとに決められた賞品を渡していたが、今
年度は「選べる賞品」として参加者が複数の賞品の中から好きな物を選べる方
法に変更したため、競技の参加者数が予定より増えても受け入れが可能にな
り、自分で欲しい賞品を選ぶことにより満足感を得ることができる方法に変更
した。

・参加者や役員から、楽しく、活気のある体育祭だったとの声が多く聞かれた
また、地域のコミュニティーを保つためにも体育祭が必要との声も聞かれた
・運営方法を見直し、競技役員の人数を減らすなどして、自治会の負担を軽減
して開催することができた。

・競技役員から改善意見も多数寄せられたため、今後も改善できることは改善
をして、地域住民が楽しく、協力し合いながら体育祭を開催していく。

実施まで
の 経 過

 5月14日(水)第1回主催者会議
 5月18日(日)春日部市民体育祭
 　　　　　 実行委員会
 5月28日(水)第2回主催者会議 
 6月14日(土)第1回幹部会議
 7月16日(水)第2回幹部会議
 7月19日(土)第1回本部役員会議
 8月21日(木)第3回幹部会議
 9月 7日(日)チーフ連絡会議、総会
10月 5日(日)豊春地区体育祭
12月 9日(火)第4回幹部会議
12月13日(土)第2回本部役員会議

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

11月2日(日) 10:30～15:00 舞台・展示・販売に 発表 300 350

分かれて活動成果を発表

16:00～19:00 社交ダンスパーティー 発表

10月19日(日) 展示

～11月2日(日)

1回 15日間 300 350

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区10

第28回 豊春第二公民館文化祭 対 象
公民館利用団体
・一般

公民館利用団体が日頃の活動成果を発表し、新たな創作活動への意欲を育むと
ともに、市民同士が交流を図ることで、公民館活動の拡大を目指す。

豊春第二公民館文化祭実行委員会
ＰＡサークル プラグド

特　色
位置づけ

豊春第二公民館
教　材
資料等

プログラム
各種イベントごとに資料等

ＰＲ方法
公民館だより10月号、プログラ
ム、ポスター、チラシに掲載

受付方法
サークルは当日受付
開催当日の観覧、参加は自由

参加者

男

計

50 公民館利用団体

ステージ 10団体

　展示　　1団体

　販売　　1団体

＜協力団体＞

立野小学校

第３地域包括支援センター

わかば春日部

生涯学習市民推進員

50

・実行委員会を組織し、参加団体の連帯意識と自主性を高めることで、円滑に
文化祭を実施することができた。
・立野小学校の児童作品の展示を始め、協力団体の参加を依頼し、文化祭のよ
り一層の内容の充実を図った。

・文化祭後のアンケートでは「一年に一度発表の場があり嬉しい」「発表の場
は皆さんの励みになると思います。見るのも楽しいです」「皆で協力して進め
られて良かった」「楽しかったです。毎年続けてほしい」などの声が寄せら
れ、活動成果を地域住民と共有するよい機会となった。

・参加団体の活性化とともに、地域に根付いた公民館の文化祭とするためによ
り一層の内容の充実を図る必要がある。
・文化祭を通して地域コミュニティの推進を図るため継続したい事業である。

実施まで
の 経 過

 8月2日(土) 第1回実行委員会
 9月6日(土) 第2回実行委員会
10月19日(日)～11月2日(日)
        立野小学校児童作品展示
11月2日(日) 文化祭 実施

月日（曜） 時 間
内　　　容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

立野小学校児童作品展
示



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

11月9日(日) 10:30～15:00 舞台・展示・体験に 発表 180 210

分かれて活動成果を発表

10月28日(火) 文化祭作品展 展示

～11月9日(日)

わかば春日部

第３地域

豊春小学校

宮川小学校

1回 11日間 180 210

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　11

第３６回 豊春地区公民館文化祭 対 象
公民館利用団体
・一般

公民館利用団体が日頃の活動成果を発表し、新たな創作活動への意欲を育むと
ともに、市民同士が交流を図ることで、公民館活動の拡大を目指す。

ＰＡサークル プラグド
特　色
位置づけ

豊春地区公民館
教　材
資料等

プログラム
各種イベントごとに資料等

ＰＲ方法
公民館だより１０月号、プログ
ラム、ポスターに掲載

受付方法
サークルは当日受付
開催当日の観覧、参加は自由

参加者

男

計

30 公民館利用団体

ステージ  ６団体

　展示　　５団体

　体験　　４団体

＜協力団体＞

包括支援センター

生涯学習市民推進員

豊春中学校

ＭＡＭＡフラワー

30

・文化祭の作品展示期間に、豊春地区の小・中学校３校の絵画や硬筆の作品や
団体の俳句や絵手紙、着付けをされたマネキン作品の展示、こどもも参加でき
るようなイベントも組込み多くの来場者に楽しんでもらうことができた。
・文化祭の詳細を公民館だよりに大々的に掲載することにより、より興味を
もってもらう。

・例年どおりの１１月に開催し、新しい団体も参加してくれた。
・文化祭後のアンケートでは「音楽に合わせて身体を動かし懐かしい歌を口ず
さみ楽しい時間でした。」、「皆さん（出演者）楽しそうで楽しかったです。
何かで出演したいと思いました。」などの声が寄せられ、文化祭を通して利用
団体の活動の成果を披露することができた。

・地域の人々がふれ合いコミュニティが広がり、文化や芸術に触れることので
きる貴重な機会であるため、興味をひくような企画を考案するなど、より多く
の人特に若年層や新規の参加者がに参加してもらう工夫が必要である。
・ＳＮＳを利用するなどして広報し幅広く周知することも重要になる。

実施まで
の 経 過

８月２３日(土) 第１回実行委員会
第２回実行委員会は中止
１０月２８日(火)～１１月９日(日)
　　　　　　　 文化祭作品展開催
１１月９日(日) 文化祭 実施

月日（曜） 時 間
内　　　容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

11月30 日(日)9:45～14:30 成果発表 発表 70 130

(カラオケ・舞踊 観賞

楽器演奏、コーラスなど)

1回 4時間45分 70 130

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区12

第63回 豊春演芸のつどい 対象
豊春地区いきいきク
ラブ連合会会員・一
般

日頃の演芸活動の成果を発表・鑑賞する場を提供すると共に、地域住民の交
流・親睦を深める機会とする。

豊春地区いきいきクラブ連合会
特　色
位置づけ

豊春地区いきいき
クラブ連合会との
共催事業

豊春第二公民館 大集会室
教　材
資料等

プログラム

ＰＲ方法 公民館だより10月号に掲載

受付方法

豊春地区いきいきクラブ連合会
会員の出演については、連合会
で取りまとめ
会員以外については、先着順に5
団体まで豊春第二公民館の窓口
で受付

参加者

男

計

60

60

・豊春地区いきいきクラブ連合会と豊春第二公民館の共催事業であることから
お互いに連携を図り円滑な事業の実施に繫げた。
・プログラム編成や当日の運営等については、豊春地区いきいきクラブ連合会
に委ね、可能な限り市民の自主的な運営による実施を目指した。

・ステージでは35演目が披露され、出演者、観客ともに大変盛況であった。
・参加者からは「年に一度の演芸のつどいを楽しみにしている」といった声が
多く寄せられ、いきいきクラブ連合会活動の励みとなっている。

・企画・運営等を豊春地区いきいきクラブ連合会が主体的に実施しており、更
なる地域コミュニティの発展と会員拡大を目標に今後も継続していきたい事業
である。

実施まで
の 経 過

11月１日(土)　拡大会議
11月28日(金)　音響機器搬入
11月29日(土)　前日準備
11月30日(日)  事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 15人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

12月2日(火) 13:00～16:00 干支のつるし飾りの作成 実習 15 15

展

1回 3時間 15 15

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　13

干支のつるし飾り 対 象 一般

来年の干支のつるし飾りを作り、新年を迎える準備の文化を継承していく。

特　色
位置づけ

豊春第二公民館　第一会議室
教　材
資料等

干支(午)のつるし飾りセット
講師用意

ＰＲ方法 公民館だより10月号に掲載

受付方法
11月1日（土）8：30より参加費
1,500円を添えて豊春第二公民館
窓口で申込み

参加者

男

計

0 講師　会田眞理子

アシスタント２名

0

事前にサンプルとなる作品を公民館窓口に展示し、関心をもってもらう機会を
作った。講師が参加者に指導しやすいように、ロの字型に机を並べ、講師が中
に入ってコミニケーションしやすい工夫をした。

事業後のアンケートでは「段々に出来上がってくる過程が楽しかったです。」
「先生が丁寧に教えてくださり作ることが出来ました。飾るのが楽しみで
す。」「細かい作業が多いのですが、出来上がった時は嬉しかった。」などの
意見が寄せられた。

例年、申込み初日に定員に達してしまう人気の講座であり、事業後のアンケー
トでも、非常に満足度が高いため、今後も継続していきたい。つるし飾りに興
味がある参加者が多いので、今後はサークル化も目指していきたい。

実施まで
の 経 過

 8月26日(火）電話打合せ
（日程および内容確認）
10月 1日(水)　館報配布
11月 1日(土)　受付開始（窓口）
12月 2日(火)　事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 150人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

12月9日(火) 11:00～12:30 講演 16 22

1回 1時間30分 16 22

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　14

小・中学生期家庭教育学級 対 象
豊春地区内小中
学校ＰＴＡ会員

小・中学生の子どもを持つ親の在り方、生き方、子の育て方を学ぶ場とする。
家庭を取り巻く現状の把握と、その解決法を学び、参加者の自発性を高めるこ
とを目指す。

豊春・立野・宮川小学校、
豊春・大増中学校　各ＰＴＡ

特　色
位置づけ

豊春地区内小中
学校ＰＴＡと共
催

豊春市民センター　講堂
教　材
資料等

講師作成資料

ＰＲ方法
各ＰＴＡより会員へ通知、公民
館だより11月号に掲載

受付方法

ＰＴＡ役員から、児童生徒を通
じて参加申込書を配布し各学校
ごとにとりまとめて豊春市民セ
ンターへ提出

参加者

男

計

6 一般社団法人

ケアラーワークス

理事　友田智佳恵

(講師依頼元：

公益財団法人

明治安田こころ

 の健康財団)

6

・専門的な知識を有する講師をお呼びするため、前年度の企画会議内で次年度
のテーマを決めておき、早い段階から講師を探す工夫をした。
・平日開催したため、仕事等で参加できなかったＰＴＡ会員向けに講座を録画
し、ＰＴＡ会員限定でYouTubeで動画を配信した。

・当日は講師からヤングケアラーについてご講演いただき、参加者からは「ヤ
ングケアラーという言葉はよく聞くけど、詳しく知らなかったので、とてもよ
く知ることができてよかったです。」、「これまでヤングケアラーが身の回り
にいるという実感がなかったが、介護に限らず、子どもが想定以上の負担を抱
えているという点では、身近に感じられ、今後の意識も変わっていくと思う。
実体験に基づく話でわかりやすかった。ありがとうございました。」などの声
が寄せられ、保護者の学びを支援することができた。

・今年度はヤングケアラーをテーマに講演会を実施したが、テーマがあまり身
近に感じられなかったからか、参加人数が少なかった。次年度以降、テーマに
ついてより需要がありそうなテーマを設定する必要がある。
・参加人数については、テーマの件を抜きにしても近年減少傾向にはあるた
め、今後の開催自体についても検討していく必要がある。

実施まで
の 経 過

前年度2月頃　 講師折衝
 7月2日(水)　第1回企画委員会
 9月 3日(水） 第2回企画委員会
12月9日(火)　講演会 実施
 2月13日(金)　　講演動画配信　
～3月13日(金)

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

もし親の私が動けなく
なったら…家族のケア
を担うこどもたち



事 業 名
テ ー マ

定員 16人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

12月13日(土) 10:00～13:00 <メニュー> 実習 7 7

3種類のマフィン

（チョコバナナ味、ピザ味、ツナ味）

フルーツヨーグルト

1回 3時間 7 7

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　15

小学生料理教室
｢美味しいマフィン作りに挑戦｣

対 象
小学生（1年生
～6年生）

子ども達が簡単に自宅でも作れる料理を学ぶ教室とする。
手作りの楽しさを味わってもらう。

春日部市食生活改善推進員
特　色
位置づけ

豊春第二公民館　調理室
教　材
資料等

レシピ

ＰＲ方法 公民館だより11月号掲載

受付方法
11月15日(土)より豊春第二公民館
に参加費600円を添えて直接申込
み（先着順）

参加者

男

計

春日部市食生活

改善推進員 4名

・昨年同様、食生活改善推進員と協議の結果、小学校１年生から対応可能との判
断で、対象年齢を拡大し募集した。
・当日の参加者が少なかった為、調理台及び食生活改善推進員の指導体制を考慮
し、３班体制で行い１班に１人の推進員が指導し、もう1人の推進員が全体を見
ることで充実した実習ができた。
・申込み受付時にアレルギーの事前確認票を提出していただいた。

・食生活改善推進員の指導により、作る楽しさ、知る楽しさ、食べる楽しさな
ど、料理の基本と食の大切さを学ぶことができた。
・アンケートでは、「少し難しいところもあったけど、楽しかったし、おいし
かった。家でも作りたい。」との声があり、班の仲間と協力し料理を作ることの
楽しさを学び、食することにより充実感を養うことができた。

・12月開催なので、昨年はクリスマスケーキ、今年は３種類のマフィンとフルー
ツヨーグルトで実施したが、昨年より参加者の申込みが減ってしまった点に課題
が残った。毎年のメニューについて検討する必要がある。
・材料費の高騰により、例年500円の参加費を600円に値上げした点も、今後の課
題であるが、小学生の料理に対する関心が高い点と、食育の観点からも継続して
いきたい事業である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施まで
の 経 過

7月10日（木）事業日程打合わせ
7月23日（水）詳細打合わせ
９月5日（金）試作・館報掲載用の
メニュー写真撮影
11月15日（土）申込み開始
12月13日（土）事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 ―

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

1月16日(金) 9:00～10：00 ＜テニス利用団体＞ 会議 6 10

テニスコートの

　　　利用等について

1月22日(木) 14:00～16:00 ＜豊春第二公民館＞ 会議 22 32

公民館の利用等について

1月24日(土) 10:00～12:00 ＜豊春市民センター＞ 会議 25 38

市民センターの利用等について

　　　　　　　

3回 5時間 53 80

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　16

市民センター・公民館利用者の説明
会

対 象
公民館利用団
体、一般

市民センター・公民館利用団体と市民センター・公民館の連絡及び利用者相互
の交流の場とする。

特　色
位置づけ

人権問題研修会
と併せて実施

豊春市民センター　講堂
豊春第二公民館　大集会室

教　材
資料等

市民センター・公民館作成資料

ＰＲ方法
市民センター・公民館利用者団
体あてに通知を配布する

受付方法 会場入口で受付

参加者

男

計

4

10

13

27

・市民センター・公民館利用者に対して、施設の利用方法や現時点での公民館
の取組、令和8年4月からの取組を説明した。

・豊春市民センター・第二公民館の質疑応答で、部屋の利用方法についてなど
の質問があり回答したことにより、共通認識を図ることができた。引き続き利
用方法等について説明をしていく。

・今後、施設の予約の取り方については変更はないが、市民センターの運営等
について利用団体に丁寧に説明していく。また、会議に参加できなかった団体
に対する説明についても検討していく必要がある。

実施まで
の 経 過

11月上旬　市民センター・ 公民館
　　　　　･テニス利用団体へ通知文
　　　　　書配布
1月16日(金)テニスコート
　　　　　 利用者のつどい
1月22日(木)豊春第二公民館説明会
1月24日(土)豊春市民センター説明会　　　

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 ―

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No

4、10、
11

会 場

女

回 数 総時間数 計

1月22日(木) 14:00～14:30 ＜豊春第二公民館＞ 観賞 22 32

趣旨説明、DVDの上映

1月24日(土) 10:00～10:30 ＜豊春市民センター＞ 観賞 25 38

趣旨説明、DVDの上映

2回 1時間 47 70

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　17

人権問題研修会 対 象
公民館利用団
体、一般

豊かな人間関係づくりを目指し、偏見や差別等の人権問題について認識を深め
るとともに、人権問題の早期解決に向けた人権意識の高揚を図り、明るいまち
づくりを推進していく。

特　色
位置づけ

利用者の為の説
明会と同時開催

豊春市民センター　講堂
豊春第二公民館　大集会室

教　材
資料等

人権啓発DVD
「家庭からふりかえる人権　話
せてよかった」

ＰＲ方法
公民館利用者団体あてに通知を
配布する

受付方法 会場入口で受付

参加者

男

計

10

13

23

・多くの人に参加してもらうため、「利用者のつどい」の一環として実施し
た。
・障害のある人への差別をなくし、障害のある人もない人もお互いに人格と個
性を尊重しながら共生する社会を目指す、合理的配慮の観点から描いた作品で
あり、障害者と接する際にどのように対応していけば良いかを考えるきっかけ
として上映を行った。

・参加者からは「とても良かったです。ビデオ視聴はとても勉強になりまし
た」、「自分勝手に思ってしまう事がありますので合理的に考えるように努力
していこうと思います」など、研修をきっかけに人権問題についての理解を深
めることができた。

・現代においても、いまだ解決に至っていない人権問題について、参加者それ
ぞれが再考する機会として、今後も継続が必要な事業である。

実施まで
の 経 過

11月13日(火)公民館利用団体
　　　　　　通知文書配布
 1月22日(木)豊春第二公民館説明会
 1月24日(土)豊春市民センター説明
会

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 10人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

1月18日(日) 10:00～13:30 蕎麦打ち実習 実習 7 10

1回 3時間30分 7 10

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区18

チャレンジクッキング　
　　　そば打ちを体験してみよう！

対 象 一般

日常生活に欠かせない食を通して食文化の素晴らしさを感じていただくととも
に、新たなものにチャレンジすることで自己啓発の一助とする。また、既存の
サークル団体に講師を依頼し、より一層の地域コミュニティの推進を図る。

公民館サークル 蕎麦の会　藤
特　色
位置づけ

豊春第二公民館　大集会室及び調理室
教　材
資料等

講師作成資料

ＰＲ方法 公民館だより12月号掲載

受付方法
12月20日(土)より、豊春第二公
民館に参加費1,500円を添えて直
接申込み

参加者

男

計

3 蕎麦の会　藤

会長 村上修一

　　　外6名

3

・本格的な料理を身近に体験できる講座を念頭に企画した。
・積極的に公民館活動を行っているサークル団体に講師を依頼することで、会員
の拡大と公民館活動の活性化を図った。
・作業工程別に実施場所を２カ所に分けることで円滑な作業が出来た。
・蕎麦打ち用具一式を講師のサークル団体に依頼した。　　　　　

・講師の指導の下、そば打ちを基礎から学ぶことで本格的な蕎麦が完成できたこ
とは、参加者の満足度は非常に高く、自己啓発の一助となった。
・参加者からは、「美味しい蕎麦が出来た。蕎麦を打つ方の大変さがわかりまし
た」「初めてそば粉に触りました。水加減で変わることを手で感じました」「分
かりやすく、楽しく勉強になった」など、充実した感想が述べられた。

・身近な公民館で本格的な料理にチャレンジできる機会として、今後も継続して
いきたい事業である。
・サークル団体や市民団体で活動する地域の方を講師に迎え、公民館の活性化と
地域コミュニティの拡大を図っていきたい。

実施まで
の 経 過

 9月13日(土)　講師の調整
10月17日(金)　実施内容の打合せ
12月上旬　　  公民館だより配布
12月20日(土)　申込受付開始
 1月 9日(金)  打合せ(会場確認等)
 1月18日(日)　事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 30人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

3月29日(日) 8:45～12:00 ウォーキング 講習 19 27

内牧公園 実技

1回 3時間15分 19 27

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　19

お楽しみウォーキング 対 象
豊春地区在住者
(小学3年生以下
は保護者同伴)

地区住民の健康と体力の向上及び相互の交流と親睦を深めて、健全な地域の発
展を図る。

豊春地区お楽しみウォーキング
実行委員会

特　色
位置づけ

豊春市民センター～内牧公園コース
教　材
資料等

順路地図、やじま橋の解説資料

ＰＲ方法 公民館だより２月号に掲載

受付方法
2月28日(土)より、豊春市民セン
ターに直接または電話で申込み

参加者

男

計

8 歴史解説

　公民館職員

8

・日頃からウォーキングをしている委員の意見を踏まえ、コース選定等をして
もらい、交通量の少ない道や風景のきれいな場所等に留意し、安全で楽しい
コースを探し出した。
・地域住民の健康づくりやコミュニティ形成の場として、広範囲の年齢層向け
に気軽に参加することができるよう、広報で雰囲気作りに努めた。

・「季節がよかった、桜がきれい」、「天候に恵まれて最高の満開のさくらが
良く、思い出になりまた」といった声が寄せられ、ウォーキングを通して健康
の増進と、地区住民の交流と親睦を深めるといった事業のねらいを達成するこ
とができた。

・内牧公園に到着後休憩・自由行動する前に集合し出発時の伝達がうまくいか
ず帰宅してしまった参加者が１名いらした。確認に時間を要したため出発時刻
に遅れが生じた。解散・出発場所を同じにするなど改善策を施す必要がある。
・距離についてもちょうど良いが多数だったので次年度以降の参考にしたい。
・現地集合、現地解散でも参加しやすいという意見も半数あったので来年度の
当事業については、その意見も踏まえたコース選定について検討を図る。

実施まで
の 経 過

12月10日(水)　体育振興会
 1月31日(土)  正副会長会議
 2月上旬　 　 公民館だより配布
 2月21日(日)　体育振興会へ依頼    
 2月28日(土)　申込受付開始
 3月29日(日)　事業実施

月日(曜) 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 ―

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女
回 数 総時間数 計

 4月17日(木) 7 12
 5月15日(木) 9 14
 6月19日(木) 2 4
 7月17日(木) 14 20
 8月21日(木) 9 14
 9月18日(木) 14 20
10月16日(木) 14 21
11月20日(木) 12 16
12月18日(木) 10 17
 1月15日(木) 12 21
 2月19日(木) 18 27
 3月19日(木) 20 29

小計12回 18時間 141 215
 4月9日(水) 10 12
 5月14日(水) 14 18
 6月11日(水) 9 14
 7月9日(水) 18 24
 8月6日(水) 8 11
 9月10日(水) 16 23
10月8日(水) 17 24
11月12日(水) 12 19
12月10日(水) 24 33
 1月14日(水) 18 27
 2月4日(水) 8 11
 3月11日(水) 17 25

小計12回 18時間 171 241

24回 36時間 312 456

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　20

親子の広場 対 象 乳幼児・保護者

子育て中の保護者が、子どもを遊ばせながら育児の不安や悩みなどを情報交換
するとともに、子ども同士の遊びの中から社会性を養う場とする。

特　色
位置づけ

豊春市民センター 研修室(12月は講堂)

豊春第二公民館 和室
教　材
資料等

遊具、おもちゃ、絵本等

ＰＲ方法
ホームページ、公民館だより各
号、公民館ブログに掲載

受付方法 自由参加

参加者
男
計
5
5
2
6
5
6
7
4
7
9
9
9
74
2
4
5
6
3
7
7
7
9
9
3
8
70

144

・0歳から5歳の子どもと保護者を対象に交流の場を作った。
・年間を通して季節を感じられるイベントを企画した。豊春地区公民館の12月
の親子の広場は、多数の参加が予想されたため、大きい部屋へ会場を変更し
て、親子で楽しめるミニコンサートを開催した。

・親子の広場を通して、子育ての情報や悩みを共有するため、参加者同士の交
流や参加者と更生保護女性会の会員との交流が生まれた。
・３月に手作りひな人形の作成など親子で楽しめる企画をし、多くの参加が
あった。

・更生保護女性会や参加者の声を取り入れ、より充実した事業となるよう計画
していく。

実施まで
の 経 過

前年度2月中旬 来年度の打合せ
毎月第3木曜日 豊春市民センターで実施

毎月第2水曜日 豊春第二公民館で実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

10:00～11:30   <豊春市民センター>
保護者の情報交換と、
子どもの社会性を、遊
びから養う。

体験 豊春西地区
更正保護女性会

10:00～11:30   <豊春第二公民館>
保護者の情報交換と、
子どもの社会性を、遊
びから養う。

体験 豊春東地区
更正保護女性会



事 業 名
テ ー マ

定員 ―

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

 4月10日(木) 10:30～11:30 鑑賞 3 3

 5月 8日(木) 体験 0 0

 6月12日(木) 3 4

 7月10日(木) 3 4

 8月 14日(木) 0 0

 9月11日(木) 3 4

10月9日(木) 0 0

11月13日(木) 3 4

12月11日(木) 3 4

 1月 8日(木) 4 6

 2月12日(木) 1 2

 3月12日(木) 3 4

12回 12時間 26 35

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　21

えほんの広場 対 象 乳幼児・保護者

絵本の読み聞かせを通して、子どもに絵本の楽しさを伝え、保護者には読み聞
かせの仕方や大切さを伝えることにより、子どもが読書の習慣を身につけ、豊
かな情操を育むことを目指す。

特　色
位置づけ

豊春地区公民館　和室
教　材
資料等

絵本等

ＰＲ方法
公民館だより各号、公民館ブロ
グに掲載

受付方法 自由参加

参加者

男

計

0 地域文庫

0

1

1

0

1

0

1

1

2

1

1

9

・司書が薦める「とっておきのえほん100
冊」を参加者に配布したり、年齢にあった
絵本の紹介をした。
・読み聞かせに加えて、手遊びや体を使っ
た遊び、お手玉などの昔遊びを取り入れ
た。

・絵本の読み聞かせだけでなく、年齢に合
わせた絵本を保護者に紹介し、読み聞かせ
活動の支援ができた。

・参加者が少ないことから、保護者に向けて事業の周知に力を入れていきた
い。
・次年度はイベント等を検討し、絵本の読み聞かせを通じた教育の推進を図っ
ていきたい。

実施まで
の 経 過 毎月第2木曜日　実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

絵本の読み聞かせ等を
通して、ことばの楽し
さを伝える。



事 業 名
テ ー マ

定員 20人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

4月 毎週金曜日 えんJOYトレーニング 実技
4,11,18,25 14:00～15:30 49 53
5月
2,9,16,23,30 55 60
6月
6,13,20,27 49 53
7月
4,11,25 36 38
※8月は休止 0 0
9月
12,19,26 27 30
10月
3,10,17,31 42 46
11月
7,14,21,28 45 49
12月
5,12,19 30 33
1月
9,16,23,30 41 45
2月
13,20,27 27 30
3月

6,13,27 30 33

40回 60時間 431 470

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　22

えんJOYトレーニング
（豊春第二公民館えんトレの会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対 象 一般

「いつまでも元気」を目指して地域の中で行う介護予防体操のえんJOYトレーニ
ングを、市民の自主的なトレーニング活動として運営協力者であるサポーター
の養成を含めて行い、地域住民の健康増進を図る。

特　色
位置づけ

豊春第二公民館　大集会室
教　材
資料等

講師作成資料

ＰＲ方法

受付方法

参加者

男

計

4

5

4

2
0

3

4

4

3

4

3

3

39

・えんJOYトレーニングの本来の主旨である市民が自主的なトレーニング活動を
行うことを念頭に、サークル化に向けて準備を進めながら事業を実施した。

・第３地域包括支援センターと共催することで専門的な指導・助言を仰ぎなが
ら充実した活動ができた。
・サポーターを中心に参加者の自主活動への意識向上が図られ、サークル化に
向けて大きく推進した。

・公民館の主催事業として開催してきたえんJOYトレーニングであるが、来年度
からは市民の自主的なサークル活動として実施することとなり、より一層の活
動の推進を期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施まで
の 経 過

毎週金曜日 豊春第二公民館で実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

第３地域
包括支援センター
介護保険課
　地域支援担当



事 業 名
テ ー マ

定員
地区 16人
第二 25人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 3、4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

4/9、4/22 10:00～11:30 会議 34 39
5/14、5/27 体験 26 36
6/11、6/24 33 40
7/9、7/29 41 48
9/10、9/30 44 50
10/8、10/28 59 67
11/12、11/25 43 48
12/10、12/23 60 67
1/14、1/27 50 62
2/4、2/17 57 69
3/11、3/24 49 61

小計22回 33時間 496 587
4/1、4/16 10:00～11:30 会議 17 22
5/13、5/21 体験 31 37
6/3、6/18 20 26
7/1、7/16 40 53
9/2、9/17 31 41
10/7、10/15 29 41
11/11、11/19 25 36
12/2、12/17 30 39
1/6、1/21 25 37
2/3、2/18 29 42
3/3、3/18 33 44

小計22回 33時間 310 418

44回 66時間 806 1005

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　23

オレンジカフェ 対 象 一般

認知症の方やその家族、また地域住民や専門職が気軽につどい交流できる場と
して開催する。参加すること自体が閉じこもり予防につながり、また、同じ悩
みを持つ者同士が一堂に会することにより安心感を得ることができ、地域の活
力増進へとつなげる。

第３地域包括支援センター
特　色
位置づけ

第３地域包括支援
センターと共催

地区：談話室、第二：調理室
イベント時は部屋を変更して開催

教　材
資料等

ＰＲ方法 公民館だより各号に掲載

受付方法 自由参加

参加者

男

計
5
10
7
7
6
8
5
7
12
12
12
91
5
6
6
13
10
12
11
9
12
13
11
108

199

・オレンジカフェの内容について、従来の脳トレや体操に加えて季節の工作や
ウクレレコンサートなどのイベントを行い、介護予防の内容を充実させた。
・今年度から、各公民館で月に2回の開催に増やし、居場所づくりや仲間づくり
としての機能を充実させた。

・認知症の人を介護している家族の負担の軽減を図り、地域の高齢者に交流の
機会を設けるため、事業を開催することができた。

・地域住民が気軽に集まることができる居場所として、イベントなどを充実さ
せながら、今後も継続して実施していく。

実施まで
の 経 過

前年度3月　　 講師打合せ
毎月第2水･第4火曜日 地区公民館実施
毎月第1火･第3水曜日 第二公民館実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

  <豊春地区公民館>
健康について学習や脳
トレ、介護相談を実施

   　　　　　　　　<豊春第二公民館>
健康について学習や脳
トレ、介護相談を実施

オレンジカフェ
　サポーター

ウクレレ合奏団
「はるれれ」

体操指導
　田中　道子

オレンジカフェ
　サポーター

ウクレレ合奏団
「はるれれ」



事 業 名
テ ー マ

定員 ―

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

4、5、6、 公民館事業、サークル

7、8、10、
11

活動等の広報

11,12、2月
に

豊春地区内約13,500部発行

　各1回

（9回/年）

9回 ― 0 0

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者

の

課題と展望

豊春地区　24

公民館だより「豊春」発行 対 象 豊春地区内

公民館事業のＰＲ、社会教育団体の活動のＰＲや行事の提供を行う。

特　色
位置づけ

教　材
資料等

公民館だより

ＰＲ方法
公民館内、春日部市ホームペー
ジ、公民館ブログに掲載

受付方法
掲載依頼記事は発行月前月の10
日まで

参加者

男

計

0

・地域住民にとって見やすい紙面になるように、レイアウトや文字の大きさ等
を考慮し作成した。
・写真やイラストを多く掲載し、公民館事業の様子をよりイメージしやすくす
ることによって、公民館を利用したことがない地域住民にも公民館の活動を
知ってもらう機会をつくった。

・事業後のアンケートでは、参加者の多くが公民館だよりで事業を知ったと回
答しており、公民館の事業の情報を伝える手段として効果があった。

・より見やすく、見た人に関心を持ってもらえるように工夫し、今後も公民館
事業だけでなく必要な様々な情報を市民に届けていく。　　　　　　　　　　　　　　　　

実施まで
の 経 過

　　　　　記事作成開始
前月中旬　記事編集打合せ
　　　　　読み合わせ
前月下旬　印刷
前月末　　発行(広報かすかべと同日)

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員
各回
５０人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No

4、11、
13

会 場

受付開始

女

回 数 総時間数 計

3月14日(土) 10:00～11:30 講義 23 36

　

3月22日(日) 10:00～11:30 講義 10 26

2回 3時間 33 62

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　25 【防災・防犯の拠点に関する事業（地区センター事業）】

みんなで備える在宅避難・自助力
アップ講座

対 象
自治会役員・一
般

地区内の防災関連者と連携して公民館で防災講座を行うことにより、地域の防
災力を高めることを目指す。

協力：豊春地区自治会連合会
特　色
位置づけ

新規事業

豊春地区公民館　講堂
豊春第二公民館　大集会室

教　材
資料等

講師作成資料、ホームサバイバ
ルトライアル、ハザードマッ
プ、春日部市災害対策のすすめ

ＰＲ方法
豊春地区自治会連合会へ周知、
公民館だより2月号、ポスター、
チラシに掲載

２月１４日(土）より窓口、電話
にて先着順に受付

参加者

男

計

13 防災士

佐藤浩一氏

16

29

・地域住民が講座に参加することによって、被災した際に安心して在宅避難が
できるように自助の重要性に重点を置いた講座を開催する。
・土日の休日に開催することでより多くの地域住民が参加しやすくした。
・自治会との連携を深め引き続き自治会と連携した防災事業を実施する。
・災害写真展示や簡易ベットを配置し体感してもらえるようにした。

・参加者アンケートでは、「在宅避難に特化していてとても良かった」、「事
前準備の要点や自分自身の心がまえ、行動様式の再確認をすることができ準備
に着手しやすくなったと思う。」といった声が寄せられ、地域住民が講座に参
加することによって、災害時に地域住民の在宅避難の重要性と自助力を高める
ことができた。

・自治会や自主防災会との連携を深め防災事業を継続的に実施する必要があ
る。
・地域の自治会と共同して防災力と自助力を高めるための講座や訓練を、次年
度以降も継続して開催していきたい。

実施まで
の 経 過

12月5日(金)講師打合せ
1月17日(土)豊春地区自治会連合会
　　　　　 に周知
3月14日(土)豊春地区公民館で実施
3月22日(日)豊春第二公民館で実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

在宅避難の重要性や災
害後に役立つ情報を紹
介し自助力を高める



事 業 名
テ ー マ

定員 １５人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4、11

会 場

女

回 数 総時間数 計

2月26日(木） 10:00～11:00 高齢者向けの防犯講習 講習 10 16

 豊春市民センター

14:00～15:00 高齢者向けの防犯講習 10 14

 豊春第二公民館

2回 2時間00分 20 30

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　26 【防災・防犯の拠点に関する事業（地区センター事業）】

防犯講演会
「スマホを使った特殊詐欺等対策
講座」

対 象 一般

地域住民が安心安全に生活するための基礎知識を身につける場とし、防犯意識
の向上と地域課題の解決を目指す。

春日部警察　　生活安全課
春日部市役所　くらしの安全課

特　色
位置づけ

豊春市民センター　研修室
豊春第二館　　　　第三会議室

教　材
資料等

なし

ＰＲ方法
公民館だより2月号、ポスター、
チラシに掲載

受付方法
2月7日(土)より豊春市民セン
ター・第二館に直接または電話
で申込み

参加者

男

計

6 春日部警察

　　　生活安全課

4 くらしの安全課

10

・市民センターになったことから、防災・防犯の拠点としての機能を高めるた
め、高齢者の身近な防犯をテーマの講習を企画した。
・近年電話やスマートフォンを使った詐欺の被害が増えている中、スマート
フォンを使った詐欺について実際の例を自身のスマホで体験し、身近なことと
意識していただくことで、地域での防犯意識向上を目指した。

・参加者のアンケートでは「大変参考になりました」「日頃から気をつけてい
ますが改めて気をつけようと思います。」「実際にスマホを使用して体験でき
たのが良かったです」「ちょっとドキドキした良い経験でした」など満足とい
う意見が多数を占めていました。

・防犯講座の開催を今後も望む声があり、自治会との連携を深め、次年度以降
も防犯事業を継続的に実施する必要がある。

実施まで
の 経 過

12月上旬　　講師打合せ
1月30日(金)　公民館だより配布　　　　　　
2月7日(土) 　申込受付開始
2月26日(木) 　事業実施

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計



事 業 名
テ ー マ

定員 －

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 16

会 場

女

回 数 総時間数 計
1月14日（水） 展示 423 634

～ 　豊春市民センター展示

1月23日（金）

1月28日(水)

～ 　豊春第二公民館展示 211 386
2月６日（土）

2回 20日間 634 1020

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊春地区　27

兵隊さんへの絵手紙展 対 象 一般

世界情勢も不安定な今、粕壁国民学校1年生の兵隊さんへの絵手紙をを展示する
ことで、80年前の戦争について振り返るとともに、平和について再考してもら
うきっかけとする。

春日部市郷土資料館
特　色
位置づけ

豊春市民センター　ロビー
豊春第二公民館　談話コーナー

教　材
資料等

春日部市郷土資料館の資料

ＰＲ方法
公民館だより12月号に掲載
公民館内外ポスター掲示

受付方法 なし

参加者

男

計

211

175

386

春日部市郷土資料館の資料を利用することで、０予算で展示を行った。
豊春市民センターロビー、豊春第二公民館談話コーナーを会場とすることにより、誰で
も展示を見てもらいやすくした。
もはや戦後８０年ということで、完全に過去の出来事となった先の大戦について、春日
部市の戦争関連資料展示を行うことで、少しでも身近なことであったと感じてもらえるよ
うにした。
豊春市民センターではモニターを、豊春第二公民館では来館者用パソコンのスクリー
ンセーバーを利用し、一部の写真のスライドショーを流すことで、ただ写真を展示してい
るだけよりも、注意を引くようににした。

・来場者のアンケートには、70代以上の方から良い企画であるとの意見があっ
ただけでなく、10代の方からも「心に来る。」との意見があり、幅広い世代に
戦争について再考するきっかけを与えることが出来た。

・事業を計画したのが11月だったため、今回1～2月にかけて展示を実施した
が、また実施するのであれば、終戦記念日など、より戦争への関心の高い時期
に行いたい。
・今後も春日部市郷土資料館等の協力を得て、低予算でさまざまな展示を実施
していきたい。

実施まで
の 経 過

11月　事業計画
　　　春日部市郷土資料館より
　　　展示資料のデータを受領
12月　公民館だより12月号掲載
　　　データの印刷・展示準備
1月14日～23日
　　　豊春市民センターで展示
1月28日～2月6日
　　　豊春第二公民館で展示

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職
名

氏　　　名合計


